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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本コンクリート防食協会

（JCEP），地方共同法人日本下水道事業団（JS）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原

案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，国土交通大臣

が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS A 7502 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 7502-1 第 1 部：基本概念 

JIS A 7502-2 第 2 部：防食設計標準 

JIS A 7502-3 第 3 部：防食施工標準 
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日本工業規格          JIS 
 A 7502-2：2015 
 

下水道構造物のコンクリート腐食対策技術－ 

第 2 部：防食設計標準 

Corrosion protection technology of sewerage concrete structures- 

Part 2: Design standards for prevent sulfuric acid corrosion 

 

序文 

この規格は，下水道構造物のコンクリート腐食対策技術のうち，コンクリート防食技術として有効な防

食被覆工法の設計方法の標準を示すことによって，腐食環境に応じた防食被覆工法の選定及び設計の適切

かつ円滑な実施に寄与することを目的とする。 

 

1 適用範囲 

この規格は，下水道法で定められた終末処理場及びポンプ場において，硫化水素に起因する硫酸による

コンクリート腐食への対策に用いる防食被覆工法を適用する施設の設計標準について規定する。ただし，

防食被覆工法のうち，有機系被覆材を用いる塗布型ライニング工法及びシートライニング工法，並びにセ

メントを主成分とする無機系被覆材を用いるモルタルライニング工法を対象とする。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 0203 コンクリート用語 

JIS A 1129-1 モルタル及びコンクリートの長さ変化測定方法－第 1 部：コンパレータ方法 

JIS A 1129-2 モルタル及びコンクリートの長さ変化測定方法－第 2 部：コンタクトゲージ方法 

JIS A 1129-3 モルタル及びコンクリートの長さ変化測定方法－第 3 部：ダイヤルゲージ方法 

JIS A 1132 コンクリートの強度試験用供試体の作り方 

JIS A 1138 試験室におけるコンクリートの作り方 

JIS A 1404 建築用セメント防水剤の試験方法 

JIS A 5371 プレキャスト無筋コンクリート製品 

JIS A 5430 繊維強化セメント板 

JIS A 6909 建築用仕上塗材 

JIS A 7502-1 下水道構造物のコンクリート腐食対策技術－第 1 部：基本概念 

JIS B 7507 ノギス 

JIS K 5600-1-1 塗料一般試験方法－第 1 部：通則－第 1 節：試験一般（条件及び方法） 

JIS K 5600-6-1 塗料一般試験方法－第 6 部：塗膜の化学的性質－第 1 節：耐液体性（一般的方法） 

JIS K 8001 試薬試験方法通則 


